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■協力：社会幅祉法人きまもり会愛歩（愛知県 H 進市）
■参加者：知的障がい者4名
■実施回：第1 回 2015.9/12 (士） 10:00-11:30 
第2回 2015.11/28 (士） 13:00-15:00 
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写真e:cさん第 1 回WS/ニコニコ時のスタンプ画
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写真10:Cさん第2回WS/童話「手なし娘」のスタンプ画
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写真12:0さん第 1 回WS/こわい時のスタンプ画
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写真14:Dさん第3回WS/Bさんを真似たスタンプ画
隣害特性の可視化へ向けた研究























































































































ー一＊ 言t戸 ＊ できるかな？























I 発達プロセス I I 想定される躍き I I 観察の要点
プロセス I 視覚陪害／聴覚障害 どの感覚を得意
感覚の入力 感覚混乱／感覚防衛 として情報を得
情動混乱／内向く感覚 ているかを観察
プロセス I I 感覚運動表出の不統合 0-
知覚のレベル パターン性／情緒不安 情報を処理する




注意 ・ 記憶の蹟き 行勒の中核とな
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[6] 猪瀬桂二：「知的障害者が倒くための職場環境と条件づくり―特例子会社と授産施設に
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